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§１．研究実施体制  

 

（１）「大阪大学」グループ（大阪大学） 

① 研究開発代表者：松本 和彦 （大阪大学 産業科学研究所、特任教授） 

② 研究項目 

・グラフェン FETアレイの研究開発 

・バイオインクジェットによるレセプターの場所選択的修飾技術の開発 

・ウイルスの高感度検出技術の開発 

 

（２）「中部大学/香川大学」グループ（中部大学） 

① 主たる共同研究者：河原 敏夫 （中部大学生 命健康科学部 臨床工学科、教授） 

② 研究項目 

・様々な糖鎖とインフルエンザウイルスとの結合性の評価 

・糖鎖のピレン化に関する研究開発 

 

（３）「京都府立医科大学」グループ（京都府立医科大学） 

① 主たる共同研究者：渡邊 洋平 （京都府立医科大学 大学院医学研究科 感染病態学、講師） 

② 研究項目 

・インフルエンザウイルス、新型コロナウイルスの不活化に関する研究 

・様々なウイルスに対応するレセプターの研究 

 

 

§２．研究実施の概要  

探索研究の目標はウイルスのヒト感染性・病原性鑑別システムの基礎技術を確立することである。す

なわち、鳥インフルエンザウイルスのヒト感染性を高感度、迅速、簡便に測定でき、かつその亜型を判

定してウイルスの高病原性を判断できるシステムの構築に必要な、高感度多項目同時診断技術を開発す

ることである。さらに可能ならば、新型コロナウイルスのような新興感染症も判定でき、インフルエン

ザウイルスとの誤診を回避できるようなマルチプレックス診断を可能とすることである。 

この目標を可能にする為に、探索研究においては、超高感度特性を有するグラフェン FETを集積アレ

イ化し、個々のグラフェン FETにバイオインクジェットを用いて種類の異なった様々なレセプター、す

なわち糖鎖や抗体などを修飾し、抗原であるウイルスと反応させることにより、ヒト感染性や病原性を

判定する手法を開発した。具体的な成果は下記に詳述するが、探索研究の目標は十分達成したと言える  

探索研究の成果を下記に列挙する。 

1.   抗体修飾グラフェン FETでウイルスの 0.0256HAUの高感度検出に成功 

    本格化研究で再現性、均一性の問題を解決へ 

2.   糖鎖修飾グラフェン FETでウイルスの高感度検出に成功 

     ピレン化した糖鎖修飾手法を開発し、糖鎖修飾の改善策に成功 

3.   バイオインクジェットで場所選択的に必要な抗体修飾に成功 

     本格化研究で亜型判定や新興感染症ウイルスなどの検出に展開   

4.   簡易測定器と自動測定化装置の開発に成功 
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     本格化研究で自動測定へ展開 

5.   新型コロナウイルスの光学的検出に成功 

    本格化研究でグラフェン FETでの高感度検出へ展開 

6.   感染能力を維持した状態で新型コロナウイルスの不活化に成功 
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